
1

社会福祉法人花園会

特別養護老人ホーム
レジデンス花

社会福祉法人 花園会
特別養護老人ホーム レジデンス花

▼静岡県静岡市清水区中河内
▼施設理念【旅路をともに】
▼定員１００名
▼ショートステイ定員２０名
▼デイサービス定員３５名

平成２８年４月 清水区和田島
レジデンス花地域支援ステーション開設

▼レジデンス花地域密着型
デイサービスみなもクラブ

▼居宅支援事業所

▼両河内地域包括支援センター

リフレッシュ体操を通して
見えてきた業務改善

～日々の業務を見直すことで時間を作ろう～

社会福祉法人花園会
特別養護老人ホーム レジデンス花
発表者：東棟３階 栗田美咲 深澤真実

平成２８年度：フロア課題
【職員同士のコミュニケーション不足】

レジデンス花 ３階 勤務体制

▼入居者様（１ユニット１０名）２ユニットの２０名

▼常勤職員８名
早番（２名） ６時～１５時
遅番（２名）１２時～２１時
夜勤（１名）２１時～ ６時

▼パート職員２名
９時～１７時
９時～１４時（５時間勤務、休憩時間なし）



2

▼職員全体の業務が安定

▼二人介助の対応が確実に・・・

▼情報共有の機会

業務にも、こころにも
余裕が生まれました

【リフレッシュ体操】 【リフレッシュ体操の規模縮小の原因】

①入居者様のＡＤＬの低下

②リフレッシュ体操の内容が
入居者様に合っていなかったこと

③職員の参加意識低下
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【リフレッシュ体操を明確に】
上半期は日程、時間、参加の入居者様、担当する職員
準備が不明確といった状態でした

【改善点】
▼日程：会議や参加する入居者様の入浴日の

兼ね合い、体力等を考慮
▼時間：１４時から体操の準備が

できるようフロアに伝達
▼参加の入居者様：ユニット会議にて決定
▼担当職員、席順を決定

【リフレッシュ体操の規模縮小の原因と対策】

①ＡＤＬ低下
⇒「体操できないから参加しない」ではなく、
職員と一緒に参加する形へ

【リフレッシュ体操の規模縮小の原因と対策】

②体操内容
⇒入居者様に合わせた体操内容へ

③職員意識
⇒不明確な部分を
明確にし、情報共有

【成果１】
レクリエーションを行いやすい環境へ！

【成果２】
職員もリフレッシュの時間へ！
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【成果３】
入居者様の意向に沿うケアに
取り組めるようになりました！

入居者様が行きたいと
仰っていた地域のお祭りへ
行ってきます～！

【今年度の取り組みによる課題】

①業務表の更新が遅れてしまうこと
⇒その日の入居者様の状態にあわせ臨機応変に対応

②早番職員の業務の増加
⇒パート職員の協力を受け、就業時間内に業務を終える

③取り組みへの意識の共有
⇒業務表見直しで、誰もが担当できるように話し合い

【旅路をともに】

ご清聴ありがとうございました


